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	応用
	抗原情報
	背景
	ヘリックス・ループ・ヘリックス（HLH）タンパク質は、推定転写因子ファミリーであり、その一部は様々な組織や種の成長と発達において重要な役割を果たすことが示されている。このファミリーの4つのメンバーは、リンパ系腫瘍における染色体転座への関与を通じて、腫瘍形成に明確に関与している。MYC（MIM 190080）、LYL1（MIM 151440）、E2A（MIM 147141）、およびSCL（MIM 187040）。[OMIM提供、2002年11月],機能：DNA結合タンパク質として機能し、おそらく発達中の神経系において、細胞型決定の制御に関与している可能性がある。,類似性：1つの基本ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）ドメインを含む。,サブユニット：効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要である。,
	研究分野
	-
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	HEN1/2抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したHEN1/2ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

